
1月10日調査（価格は税込み）

今月 前月 前年同月

大根 100ｇ 20.6 12.1 14.9

ほうれん草 100ｇ 124.4 73.6 130.8

さんま 100ｇ 143.5 115.3 88.8

まぐろ缶詰 ﾗｲﾄﾐｰﾄﾌﾚｰｸ・70g程度 １缶 189.4 150.5 158.6

家庭用灯油 ﾎｰﾑﾀﾝｸ用配達料込み １ℓ 77.9 77.5 93.6

ガソリン レギュラー １ℓ 136.6 134 151.3

軽油 １ℓ 119.6 116.7 134.1

（この調査表は調査品目の一部です。）

　また、苫小牧民報にも一部（紙面の都合により）の平均価格が掲載されています。（毎月２０日頃）

大きい品目と燃料価格を掲載しています。５３銘柄の価格動向は市ＨＰに掲載しています。

規格 備考品名 単位
平均価格（円）

　消費経済調査員（１１名）による今月の価格調査結果が出ました。今月は、価格変動が

１月の価格調査では、この時期に欠かせない暖房器具等に多く使用される灯油（ホーム

タンク用配達料込み）の平均価格が前月から横ばいとなっています。昨年の１月と比べる

と約１５円程も安くなっていました。また、ガソリン・軽油の平均価格は徐々に値上り傾

向にありますが、こちらも１年前と比較すると約１５円程安くなっています。

食料品では、まぐろ缶詰（ライトミートフレーク・７０ｇ程度）が先月より約３９円も

値上りしました。海水温の上昇等による影響なのか、さんま・鮭・イカなどに続いてまぐ

ろにも影響があると食卓に上がる魚介類が減っていかないか心配です。

最後に、ほうれん草が前月に比べ約５０円程の値上りです！この時期は、道内産の野菜

類がなくなりますので、春が待ち遠しいです。

調査員からの情報・意見など

１月の価格調査

・野菜類は、安値の物もあり魚も高値と安値があり、家計の為には知恵が必要です。
・コロナで、外出自粛が呼び掛けられているためか菓子類が豊富に！

・マグロやたらこ、塩サケも年間を通して、輸入物がほとんどだと感じます。

・玉葱とジャガイモ以外は、全て道外産になりました。北海道の冬の厳しさを実感さ

せられます。また、野菜や魚介類に比べて肉類は季節に関係なく価格が安定してい

ることを調査を通じて実感できました。

・今後、緊急事態宣言の広がりが予想されるので、日用品の価格についても注視して

いきたい。

・ある時、歯磨き粉の価格が前より下がっていましたが、重さが１０ｇも減っており、

ｇ換算すると実質の値上りでした。今回、調査品目として記録していたので判りま

したが、日常の購入では気付かない事もありそうです。


